うと、 もう 一 べんに はたき 落とす。 それから さんざん 

おもちゃ にした あげくに、 空腹 だとむ しゃむし やと 

食って しまう ので ある。 猫の 神経の 働きの 速さと ねら 

いの 正確さに はわれ われ 人間 は 到底 かなわない。 猫が 

見たら 人間の テニ ス やべ ー スボ— ルは さだめて まだ 

る つ こくて 滑稽な もの だろうと いう 気がする ので ある _ 

それで、 かりに 猫の 十分の 一 秒が 人間の 一 秒に 相当す 

ると、 ねこの 寿命が 八 年なら ば 人間に とって は 八十 年 

に 相当す る 勘定になる。 どちらが 長生き だか ちょっと 

わからない。 

かし どリ やまばと やましぎ 

, J れは 書物で 読んだ こと だが、 樫 鳥 や 山鳩 ゃ山嶋 の 



ような 鳥類が 目に も 止まらぬ ような 急速 度で 錯雑した 

樹 枝の 間 を 縫うて 飛んで 行く のに、 決して 一枚の 木の 

葉に も 翼 を 触れる ような 事 はない、 これ は 鳥の 目の 調 

節の 速さと、 その 視覚に 応じて 反射的に 行なわれる 羽 

翼の 筋肉の 機 制の 敏活 を 物語る ものである。 もし われ 

かど 

われ 人間に この 半分の 能力が あれば、 銀座の 四つ角で 

自動車 電車の 行き 違う 間 を、 巡査 や シグナルの 助け を 

借りず とも 自由自在に 通過す る， ，- とがで きる にち が い 

ない。 しかし 人間に は シグナルが ぁリ 法律が ぁリ 道徳 

が あるた めに 鳥獣の 敏活 さがなくても 安心して 生きて 

行かれる。 そのために われわれ はだん だんに 鈍に なり 



気長くな つ てし まった のであろう。 

しかし 鳥獣 を うらやんだ 原始人の 三つ子の 心 はい つ 

まで も 生き延びて 現代の 文明 人の 社会に も 活動して い 

る。 蛾 を はたき 落とす 猫 を うらやみ 賛嘆す る 心が ベ ー 

スボ— ルのホ ー ムラン ヒットに 喝采 を 送る。 一片の 麩 

を 争う 池の 鯉の 跳躍への 憧^ I が ラグ ビ— 戦の 観客 を 吸 

い 寄せる 原動力と なる であろう。 オリンピック 競技で 

は 馬 やか もし かや 魚の 妙技に 肉薄しょう という 世界 

じゅうの 人間の 努力の 成果が 展開され ている ので あろ 

、つ。 

機械的 文明の 発達 は 人間の こうした 欲望の 炎に ガソ 



けて 来る。 すると 糸が うまい ぐあいに 虫のから だに 巻 

きついて、 そうして 石の 重みで 落下して 来る。 あれ も 

5T もリ 

参考に なりそう である。 つまり ピアノ 線の 両端に 錘 

をつ けたよう な もの を やたらと 空中へ 打ち上げれば 襲 

撃 飛行機 隊は 多少の 迷惑 を 感じそう な 気がする。 少な 

くも 爆弾よりも 安価で しかも かえ つ て 有効 かもしれ な 

ヽ o 

レ 

戦争の ない うち はわれ われ は 文明 人で あるが 戦争が 

始まる と、 たちまち にして われわれ は 野蛮人に なり、 

こんちゅう 

獣に なり 鳥に なり 魚に なり また 昆虫 になる ので ある。 

機喊 文明が 発達す る ほど い つ そうそうな るから 妙で あ 



心の 現われた 結果であろう。 ことしの 二 科 会で は 特に 

ひどく そういう 気がして 私に はとても 不愉快で あ つ た- 

もっとも その 日 は 特に 蒸し暑かった のに、 ああい う、 

設計者が 通風 を 忘れて こしらえた 美術館で あるた めに 

それが さらにい つそう 蒸し暑く、 その 暑いた めの 不愉 

快 さが 戸惑い をして 壁面の 絵の ほうに ぶっかって 行つ 

たせい も あるであろう。 実際 一 一 科 院展の 開会日に 蒸し 

暑くなかった という 記憶の な いのは 不思議で ある。 大 

正 十二 年の 開会日 は 朝 ひどい 驟雨が あって、 それが 晴 

れ ると 蒸し暑く なって、 竹の 台の 二 科 会場で 十一 時 五 

うち 

十八 分の 地震に 出会った のであった。 そうして 宅へ 



と 人間から 物 を 教わる 気になる であろう。 そう なれば 

現在の いろいろな イズムの 名に よって 呼ばれる 盲目な 

るファ ナチ シズム の あらし は 収ま つ てほんと うに 科学 

的な ュ— ト ピアの 真如の 月 を ながめる 宵が 来る かもし 

ォな レ 

ソロモンの 栄華 も 一 輪の 百合の 花に 及ばない という 

古 い 言葉が 、 今の 自分に は 以前と は 少しば かりちが つ 

た 意味に 聞き取られ るので ある。 

(昭和 七 年 十月、 中央 公論) 
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